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支
援
活
用
で
、
適
切
な
治
療
を

不
妊
・
不
育
治
療
に
関
す
る
エ
ン
ゼ
ル
支
援
制
度

　

町
で
は
、
不
妊
症
や
不
育
症
に
悩

む
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
の
精
神
的

負
担
と
、
不
妊
症
、
不
育
症
治
療
に

対
す
る
医
療
費
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
少
子
化
対
策
に
努
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す

る
「
長
島
町
エ
ン
ゼ
ル
支
援
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
内
容
や
対
象
と
な
る
夫
婦

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
対
象
者

　

長
島
町
に
１
年
以
上
居
住
し
、
婚

姻
後
１
年
以
上
経
過
し
た
子
供
の
い

な
い
夫
婦
。

〇
事
業
内
容

　

不
妊
症
、
不
育
症
な
ど
の
相
談
検

査
・
治
療
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を

助
成
。

〇
申
請
方
法

　

役
場
保
健
衛
生
課
に
あ
る
申
請
書

に
記
入
。

〇
助
成
金
の
額

　

申
請
年
度
に
お
け
る
助
成
金
の
上

限
額
は
10
万
円
。

　

た
だ
し
、
鹿
児
島
県
不
妊
治
療
費

助
成
金
を
同
一
の
治
療
で
申
請
・
助

成
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
助
成
額
を
控
除
し
た
額
と
な
り
ま

す
。

〇
獅
子
島
に
お
住
ま
い
の
か
た
へ

　

病
院
を
受
診
さ
れ
る
際
の
フ
ェ

リ
ー
代
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
申
請
な
ど
に
関
す
る
相
談
は
保
健

師
が
対
応
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係　

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

　

長
島
町
で
は
、
年
間
約
１
０
０

人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
町
に
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん

た
ち
が
安
全
に
、
元
気
に
育
つ
よ

う
、
ま
た
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
が
、

妊
婦
の
出
産
・
育
児
を
迎
え
る
気

持
ち
や
態
勢
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
６
月

と
12
月
に
イ
ル
カ
教
室
（
妊
婦
教

室
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
妊
娠
の
人
も
、
２
回

目
以
降
の
妊
娠
の
人
も
、
こ
の
機

会
に
一
緒
に
妊
娠
・
出
産
に
つ
い

て
、
楽
し
く
、
気
軽
に
お
話
し
し

ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
同
じ
時
期
に

出
産
を
控
え
る
マ
マ
友
が
増
え
る

機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
の
皆
さ
ん
、
ご
家
族
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

イルカ教室（妊婦教室）を開催します

日　時

1 回目
　６月 20 日（金）

　午後１時 30 分～午後４時 30 分（受付：午後１時～）

2 回目
　６月 27 日（金）

　午後１時 30 分～午後４時 30 分（受付：午後１時～）

場　所 　町保健福祉センター（鷹巣）

内　容
　妊娠・出産や育児など、知識や方法、妊婦さんの質問や相談に応じながら行います。

講師には助産師を迎えます。（町内在住の妊婦さんには、内容の詳細など個別に通知します）

持参するもの 　母子健康手帳

参  加  料 　無料

◎問い合わせ先　役場保健衛生課保健係　☎（86）1146［直通］

9 広報ながしま


